
「糸⽥町過疎地域持続的発展計画（案）」へのご意⾒と回答（パブリックコメント）
「糸田町過疎地域持続的発展計画(案）」に関するパブリックコメントに対する町の考え方をお答えします。

該当箇所 案に対する意⾒（要旨） 回　答

1 3.産業の振興

「お祭り広場（通称）」の有効活用
　当該広場は、５⽉の「糸田祇園⼭笠」以外では殆んどと⾔って良い程、
有効活用がされていないのが実情です。
そこで、⼀例として、⾞中泊者を対象としたパーキングスペースとしての活用を
検討してはどうでしょうか︖
トイレとACボルト電源等の設備が必要ですが、今後大いに需要が期待でき
ると思います。場所と設備さえ整えれば、人手はほぼゼロで運用可能です。

まつりひろばでの⾞中泊用の駐⾞場や時間貸しの駐⾞場とする案は、他
の場所であれば可能だと思われますが、トイレ等の維持、管理や位置的
に住宅地に隣接しており、⼦どもたちの遊び場としてのスペースにもなって
おります。また、夜間の騒⾳等の問題や⽣活道路となっている本線への
通⾏量の増加など、関連する住⺠への負担は大きいと思われることから、
まつりひろばでは相応しくないと考えます。

2 3.産業の振興

「オートキャンプ場」の開設
本格的なオートキャンプ場の開設を提案いたします。場所の候補としまして
は、「⽔落の滝」、「⾦⼭アジサイ園」近辺、などさらには、「道の駅いとだ」に
隣接する地域です。
このコロナ渦による余暇活動の変容もあり、アウトドア活動が活況を呈してお
り今後、さらなるオートキャンプ場の需要が⾒込まれます。費用対効果も非
常に大きいと思います。

コロナ禍にあって、キャンプ需要は大きく⾼まっていると認識しています。
特に家族連れでも気軽に楽しむことが出来るオートキャンプ需要は今後
も拡大が⾒込まれます。
糸田町といたしましても、キャンプが可能な用地の整備等、今後検討して
まいります。

3 3.産業の振興 これといった企業がない糸田にとって地の利を得た「道の駅いとだ」を発展させ
農業、商業の育成につなげたいものです。

道の駅いとだについては、福岡都市圏から田川圏域への入り口に位置
し、田川地域におけるドライブ観光の重要な拠点施設となっています。
今後も継続した来客が⾒込まれ、糸田町で⽣産された農産物等を活
用した新たな商品の開発等を検討し、利用の促進に努めてまいります。



該当箇所 案に対する意⾒（要旨） 回　答

ご指摘の広場については、役場が在った頃から⻑年祇園祭の⼭笠が集
まる場所として知られ、今の形となって※20年以上が経過し、まつりひろ
ば（フェスティバルパーク）として親しまれ、祇園祭にゆかりの場所として
広く定着しており、歴史にそぐわないとの認識ではないことから、名称変更
の必要性はないと考えます。
糸田城址、城⼩学校記念碑、憩いのひろば、松ヶ迫遺跡、まつりひろば
を、総合して糸田城址公園と呼称する提案については、糸田城址記念
碑設置場所から、広場まで直線距離で150mほど離れていること、それ
ぞれの遺構や記念碑の歴史的意味合いが異なるなど、これらを統⼀して
糸田城址公園とすることは妥当ではないとの判断です。
ただし、糸田貞義や糸田城址を含め、糸田の他の歴史的な部分を周知
することは重要だと思います。糸田町内の全体的な観光施策との整合
性を図りながら、ホームページや広報をはじめ、アジサイ園や道の駅など交
流人口が⾒込めるところでの説明板の設置など内外への発信を検討して
まいります。

※平成13年3⽉に旧役場跡地を整備。施設内には「旧役場跡地　ま
つりひろば」の石碑を設置しています

　糸田祇園祭りのような貴重な歴史遺産を活用し、観光事業として町内外
から人を呼びよせる事も考えられます。この事は、国の施策の⼀つとして地域
主体の文化財を掘り起こし、観光資源として活用し、地域の活性化を計る
ことを進めています。
　具体的な提⾔ですが、糸田城址、城⼩学校記念碑、陽⽔公園、松ケ迫
遺跡、お祭り広場を総合して糸田城址公園として世に紹介し、糸田祇園
祭の三百年の歴史、更に糸田城址の歴史を加えて、活用を考える。例えば
「フェスティバル　パーク」という歴史にそぐわない名称を「糸田城址公園広場」
に変える。
説明版の完備など、身近な問題の環境整備を計り、持続的な将来構想を
作成し、勿論予算が許せば必要な⼟地の確保を是非お願いしたいと思いま
す。

3.産業の振興4


